
■天候

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計 安 失

0 0 2 0 0 0 0 2 0 4 8 2

1 0 2 6 0 0 0 0 × 9 12 3

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 三 投 3 1 1 0 一邪 三安四球 三振 死球

2 二 5 1 2 2 右邪 左安右飛 投ゴ 中安

3 投 三 4 0 0 0 四球 右飛 遊ゴ 中飛 三ゴ

4 一 5 0 1 1 三振 遊ゴ 三ゴ 中安 三失

5 中 4 0 1 1 三ゴ 左安 四球 三振 三振

6 遊 5 0 1 0 三振二飛 中安 三ゴ 中失

7 右 3 0 1 0 投安 三振四球 三失

7 走 右 1 1 0 0 三振

8 捕 3 0 1 0 中安 四球遊邪 三邪

9 左 3 1 0 0 三振 三振 三振 四球

36 4 8 4

4 2/3

3 1/3

打 得 安 点 1 2 3 4 5 5 6 7 8 9

1 右 4 2 2 1 二飛 中安 左２ 四球 二失

2 三 遊 2 2 1 2 四球 四球四球一安 遊ゴ

3 投 5 1 4 4 左安 右安左安 左２ 左飛

4 捕 3 0 1 1 一邪 左安 死球四球 投ゴ

5 遊 二 4 1 2 0 四球 左安 右安左飛 投飛

6 一 5 1 1 0 左安 三振 三失 投ゴ 一邪

7 中 三 4 1 1 0 投邪 投ゴ 左２ 三邪

8 二 4 0 0 0 二ゴ 左直反打 投ゴ

8 中 0 0 0 0

9 中 左 3 1 0 0 一ゴ 三振四球 三ゴ

34 9 12 8

9

合計

投手 捕手

ポジション 氏名

■バッテリー

投手

備考

氏名

■投手成績

刑 部 雅 史

石 井 俊

森 口 信 宏

東 山 康 平

延 原 翔

森 大 輔

岡 﨑 亮 二

梶 建 日 明

岡 本 佑 斗

台風の影響により試合開始を午後に繰り下げて行われた６３回大会の決勝戦は共に強力な攻撃陣の活躍により決勝まで勝ち上がっ
てきた岡山県立岡山操山高校・通信制と天理高校の対戦となった。１回裏天理は３番森口（晴）の適時安打により１点を先制する。対す
る岡山操山は３回１番吉澤２番遠藤が連打で好機を作ると４番東山の内野ゴロにより同点とし続く５番延原の適時安打により逆転に成功
する。今大会初めてリードを許した天理はその裏、森口（晴）と三好の連続適時安打ですぐさま試合をひっくり返すと、５回に連投の疲れ
の見える岡山操山主戦難波を攻め２番岡田の２点適時安打など打者１１人の猛攻で６点を追加し点差を大きく広げる。反撃したい岡山
操山であったが８回に遠藤の適時安打により２点を返すのがやっと。天理主戦森口（晴）は９回を投げ抜き、最後は途中出場の梶建を三
振に抑えるとマウンドに歓喜の輪ができた。投打の軸である森口（晴）、三好を中心に毎試合二桁安打の強力打線で他を圧倒した天理
が連覇の数を二桁「１０」の大台に乗せるとともに、優勝監督である藤田氏が教え子たちの手によって１０度宙を舞い４日間の熱戦は幕
を下ろした。一方惜しくも準優勝に終わった岡山操山であったが、主将東山を中心に上位から下位まで切れ目のない強力打線で大量点
を取りに行く野球は全国二位にふさわしく、その戦いで優勝した天理同様に大会を大いに盛り上げたことを最後に記しておく。

足 立 誠 也

備考

■バッテリー

打者

■投手成績

吉 澤 響

天理

難 波 龍 斗

岡山操山・通

ポジション 氏名

遠 藤 祐 毅

決勝戦 ■備考

東中国・岡山

近畿・奈良

2時間45分

代表地区

第1試合5回戦

中断2分（治療）

■日時 平成28年8月17日(水)

■球場

出場校名

江戸川区球場

球審：竹本 塁審：仲田 安田 鈴木優■審判

■試合時間

12

30

0 0

回数 安打

難 波 龍 斗 2

三振

自責氏名 回数 打者 安打

大 江 治 義

岡 田 民 生

合計

難 波 龍 斗

10

三振

7

四球

残塁：9 併殺：0

2森 口 晴 信

自責

7 4

0

■戦評

森 口 晴 信 三 好 完 太

峪 口 宥 人

畦 越 純

43 8

森 口 晴 信

三 好 完 太

西 井 太 旨

晴れ

天理

吉 澤 響

捕手

岡 本 佑 斗

岡山操山・通

岡山県立岡山操山高校・通 対 天理高校

吉 澤 響

残塁：12 併殺：0

12

1

四球

- 24 -


